
文芸さろん ―弥生 ―

「牛久の巨樹」発売中 ※お求めは都市計画課まで（1,200円）

第51回

マルバヤナギ
　

ヤ
ナ
ギ
科
ヤ
ナ
ギ
属
の
落
葉
広
葉

樹
の
高
木
。本
州（
宮
城・
山
形
県
以

南
）～
九
州
の
川
岸
な
ど
の
湿
地
に

分
布
、県
内
で
は
県
南
に
広
く
分
布

し
ま
す
。市
内
で
は
沼
畔
や
川
岸
に

生
育
し
て
い
ま
す
。葉
は
互
生
し
、広

楕
円
形
、若
葉
は
紅
褐
色
で
す
。こ
の

た
め
、ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。雌
雄
異
株
。開
花
期
は
４
月
、

葉
が
開
い
て
か
ら
花
穂
を
出
し
、雄

花
穂
に
は
葉
が
あ
り
、長
さ
約
７
㎝
。 

雄
花
の
雄
し
べ
は
３
～
５
個
、葯
は

黄
色
、花
糸
の
下
部
に
は
毛
が
あ
り

ま
す（
写
真
②
左
）。雌
花
穂
も
葉
が

あ
り
、長
さ
２
～
４
㎝
。子
房
は
毛
が

な
く
柄
が
あ
り
ま
す（
写
真
②
右
）。

熟
す
る
と
裂
開
し
て
長
い
毛
の
あ
る

種
子
が
現
れ（
写
真
③
）、風
に
乗
っ
て

多
数
飛
散
し
ま
す
。名
前
は
葉
が
他

の
ヤ
ナ
ギ
類
よ
り
丸
い
こ
と
に
由
来
。

※
牛
久
の
里
山
樹
木
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
25

ペ
ー
ジ
掲
載
。
本
の
問
い
合
わ
せ
は
牛
久
自

然
観
察
の
森（
☎
８
７
４
・
６
６
０
０
）ま
で
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会

（
文
章
：
平
塚
芳
雄
、
写
真
：
①
②
渡
辺
泰
、

③
宮
沢
靖
）

①樹形：城中町稲荷川
 （平成22年6月1日撮影）
②左：5本の花糸と5個の
 葯の雄花、右：有柄子房を
 もつ雌花（左右とも平成
 18年4月23日撮影）
③果実が裂開し綿毛の
 ある種子が現れた状態 
 （平成23年6月7日撮影）

問 都市計画課
☎内線2524

1

3

2

＜次回募集テーマは「冬」＞
【作品募集】イラストや俳句、川柳、短歌など
【あ て 先】〒300-1292 牛久市中央3-15-1
「広報うしく文芸さろん」係　FAX：873-2512
Ekouhou@city.ushiku.ibaraki.jp 

【記載事項】作品、氏名、電話番号
匿名希望の方はその旨（ペンネームもOK）

＜次回募集テーマは「春」＞

海
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光
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の
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光
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サ
ッ
コ

三
代
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よ
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裏
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な�

あ
お
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し
く
参
加�

月
田
さ
ん

ふ
え
た
い
こ
雛
も
う
か
れ
て
か
っ
ぱ
の
里�

長
沢
さ
ん

渡
り
鳥
千
葉
の
水
田
白
鳥
が

　
　
　
　
エ
サ
を
求
め
て
何
処
へ
飛
び
立
つ�

草
葉

問 文化芸術課（牛久シャトー内）☎874-3121

　

か
つ
て
柏
田
町
に
あ
っ
た
、岡
田
中
学
校
卒

業
時
の
集
合
写
真
で
す
。男
子
は
坊
主
頭
に
、学

生
服
あ
る
い
は
戦
時
中
に
着
ら
れ
た
国
民
服
を

着
用
し
て
い
ま
す
。女
子
は
着
物
姿
が
多
く
、何

人
か
が
洋
服
や
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
い
ま
す
。

卒
業
生
た
ち
の
手
に
は
卒
業
証
書
が
見
え
ま
す
。

　

そ
の
後
岡
田
中
学
校
は
、昭
和
37
年
に
牛
久

中
学
校
と
統
合
し
て
牛
久
第
一
中
学
校
に
な
り
、

翌
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。岡
田

中
学
校
の
跡
地
に
は
東
洋
大
学
附
属
牛
久
高
等

学
校
が
誘
致
さ
れ
ま
し
た
。

岡田中学校卒業時集合写真

「昔のうしく」の写真（とくに昭和40年代までの写真・
東部地区の写真）を募集しています。

昭和24（1949）年
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